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肺虚脱療法における体重の推移に就いて

第1編 ・人工気胸術 における体重の推移 に就 いて

国立神戸療養所(所長 永坂三夫博士)

鵜 飼 尚 隆

(昭和29年6月21日 受付)

第1章 緒 語

・一般 に人工気胸術が奏効 した時は,喀 疾量 の減少,喀

療中の結核菌の陰性化,レ 線 所見の好転 化に相 まつて,

患者 の栄養 も恢復 して,体 重の増加 を来 ナ如 く解 されて

いる｡し か しMaend1,Ade!ung,Tidestr6rn,Bonafe,

Schiar1)の 如 く,人 工気胸術に より,体 重の減 少を来す

ことの多い こ とを述べた ものもあ るが,そ の原 因が人工

気胸術 の不成功に よるものか,合 併症に よるものか明 ら

かに しない｡私 は人工気胸術 によ り,肺 所 見は勿論,他

の一般症 状 もすべて好転 し,且 つ腸結核等の合併症 を有

しない患者について,体 重の推移を観察 し,体 重 の減少

す る者が意外に多い ことを知 り,諸 臨駄条件 とあわせ検

討 して,そ の機 序を明らか にせん と試 みた｡

第2章 健康家兎の体重に及ぼす人工

気胸 の影響 に就 いて

「実験対 象及 び方法〕

実験 対衷は生後6カ 月の雄性健康家兎(体 重2kg前

後)17匹 にて,第1群(3匹)は 対照,第2群(4匹)

は1回20cc宛 隔 日に,第3群(5匹)は1回40cc宛

隔 日に,第4群(5匹)は1回60cc宛 毎3日 に人工気

胸を施行す｡気 胸はすべて右側にて,送 気 は午後行い,

第1表 家兎各群の各時期 にお ける体重 単位g

時 々 レ線撮影に よ り気 胸を確 めた｡

体重 の計癒は,気 胸 実施 前2週 間 よ り始め,毎 朝8時

に測定 した◎気胸実施期問は20日 間にて,気 胸 中止後

10日間測定す｡

動物 の飼育は豆腐粕を午前9時 に1009,午 後4時 半

1509与 え,各 群 共にほぼ 同一条 件の下に飼育 した｡

〔成 績〕

各群 の成績 を第1表 に示す｡

対照 につ いては,気 胸実施相 当期間(A～B期 間)に平

均1109増 加 してい るのに対 し,第2群 では209増 加,

第3群 では409減 少,第4群 では209減 少 し て い

る｡こ れ によつてみ ると,送 気量が増加す る程,体 重の

増加程度が少な くなるか,或 いは反対 に体重減少 してい

る｡

次に気胸 中止後 の 変 化 は,対 照は該当期間(B～C

期間)に 平均1309増 加,第2群 は7097第3群 は

100g,第4群 は170g,何 れ も増加 している｡す なわ

ち人工気胸 実施群 は何れ も対 照群 とほぼ同様 に体重増加

し得 る能力を有 しなが ら,人 工気胸 を加 えられている期

間は,体 重増加が停止す るか,反 対 に体重減少す ること

が認め られた｡
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第3章 人工気胸術施行中の肺結

核患者の体 重の推移

〔観察対象 並びに方法〕

療養所に入所,人 工気胸術を施行 し

た肺結核患者にて,術 開始後6カ 月以

上観察 し,終 局 的には喀湊申の結核菌

が塗抹標本においては勿論,喀 疾培養

にて も陰性化 した者で,喉 頭結核,腸

結核等 の合併症を認めない者 の体重の

推移を観察 した｡体 重の計量は,入 所

申毎週1回 行い,気 胸 開始前1カ 月間

の平均体重を 塞準 とし,毎6カ 月目の

1カ 月間の平均体重 との差 ±1・Okg

以上の変化 を もつ て,増 減 とした｡

観察例数は第2表 に示す｡全 例173

名中,20才 末満者が第3表 に 示 す 如

く,46名 ある｡163名 は完全気 胸にて,

10名 は何 れ も軽度の索状癒 着を認 むる

程度で,完 全気胸 と見な し得 るもので

あ る｡
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第2表 観察症例期間
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第3表 観察症例牲別
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〔成 績 〕

1気 胸継 続 中毎6カ 月 の体 重 の推 移

第4表 に示 す 如 く,術 開 始 後6カ 月 にお い て は,173

名 中,体 重 増 加85名(49.2%±3.8%),不 変38名(22｡0

%土3.4%),減 少50名(28.8%±3｡4%)に して,増 加

者 全 員の増 加 量 の平 均 値(以 下 増 加 量平 均 値 と云 う)は

3.2kg,減 少 者 全 員 の滋 少 量 の 平 均 値(以 下 減 少量 平 均

値 と云 う)は2.8kg,増 加 者 ・不 変者 ・減 少 者 を すべ

て含 めた 全 員 の体 重 の増 減 量 の 平 均 値(以 下 平 均 増 減量

と云 う)は+O.8kgで あつ た｡術 開 始 後1年 では,126

名 中,増 加59名(46.9%士4・5%),不 変25名(19.8%

±3.6%),減 少42名(33.3%±4.2%)増 力日量 平 均 値

3.Okg,減 少 量 平 均 値3・1kg,平 均 増 誠 量+0.3kgで,

1年6カ 月 で は,76名 中,増 加32名(42.1%±6.1%),

不 変14名(18.4%圭4.5%),減 少30名(39.5%±5.6

%),増 加 量 平 均 値3.3kg,減 少量 平 均 値4・1kg,平 均

増 減量 一〇.2kg,2年 後 で は,32名 中,増 加13名

(40.6%±8.7%),不 変4名(12.5%±4.7%),滅 少15

名(46・9%±8・8%),増 加 量 平均 値3・Okg,蘇 少 量平 均

値3.4kg,平 均 増 減量 一〇・3ん8,2年6カ 月後 で は,

19名 中,増 加8名,不 変2名,減 少9名,増 加 量平 均 値

2.3kg,減 少 量平 均 値4.5kg,平 均 増 減 量 一1・2kgで

あつ た｡す なわ ち 観察 期間 が 長 い 程,体 重 減 少 者 の 占 め

る比 率 の増 加 す る こ とが認 め られ る｡

然 らば 同一 人 にお い て は,如 何 様 に推 移 す るか を検 討

す るに,術 開 始後2年6カ 月に お け る体 重 増加8名 中4

名,2年 後 に おけ る体 重 増 加13名 中8名,1年6カ 月

後 にお け る体 重増 加32名 中24名,1年 後 に お け る

体 重増加59名 中51名,す なわち過半数 は術開始後6

カ月以来 引き続 ぎ体重増加の状態 を継続 した も の で あ

り,術 開始後2年6カ 月におけ る体重滋少9名 中4名,

2年 後におけ る体電滅少!5名 中9名,1年6カ 月後 に

おけ る体重減少30名 中21名,1年 後における体重減

少42名 中37名,す なわち これ もまた過半数 は術開始

後6カ 月以来 引き続 き体重減少 の状態を継続 したもので

あ る｡

すなわち術開始後6カ 月におけ る体重増加者は,多 く

はその後 も増加の状態 を続け,反 対 に滅少者は概ね減少

の状態を続けてい る｡換 言すれば術開始後6カ 月におけ

る体重の増減状態を,そ の儘維持 し,増 減の変化は余 り

ない よ うである｡

2両 側気胸患者の体重の推移

両側気胸 を実施 して,両 側共 に完全気胸を 作 つ た 者

18名 あ り,是 等 の患者について,

(i》 片側気胸実施 申に対側気胸 を開始 した場 合は,第1

図の如 く5例 中,1例 は体重不変な るも,他 はすべて
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第4表 全症例 の毎6ヵ 月の俸重変動度数及び平均変動量
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備 考 ㊥増加量平均値 ⑮減 少量平均値 ⑧平均増減量

対側気胸開始 と共 に著 しく減少 し始めている｡る ◎

(ii)両 側気胸 中に一側の気 胸を中止 した場 合は,第2図

の如 く,1例 のみであ るが,約1力 年間の両側人工気

胸 中,減 少 し続けていた体重が,右 側気胸中止 と共 に

増 加 し始 めて来た｡

(iib両 測共 に同時 に気胸を 中止 した場 合は,第3図 の

如 く,3例 共 に両側気胸中止 と同時に増加 し始めてい

第5表 術側 と体重 の変動

轟響「汗 下 右 両 計

第4章 人工気胸患者の体重の推 移と

諸種 臨淋的条件 との関係

1人 工気胸患者 の体 重の変動 と,気 胸の術側 との関

係 は第5表 に示す如 く,何 等 の関係 も認め られない｡

2体 重 の変動 と,術 前 の肺病竈 の性状 との関係 も第

6表 に示す如 く,関 係は認 め られない｡

第7表 肺病竈 の広 さと体重 の変動
」 罵噛==憶==一 一一th幽踏 　灘==二」π_二 ニ ゴ^______ニ ー 二二=====

磁 網ad愚edadv盤d}

増 加 鰯%95 .7%)1(3748.7%士5.7%)i(44.5%量11副85

minimal

増 加{(8554B,0%土11.0%)(42.8%土4｡3%)1御%雀 醐

不 変}(2:・
.8%望 駒1(ig.7・/｡'lil4.se/.)i(M.8%至1副38

不 変(1295
.0%圭4｡9%)(%.8e/6±4｡9%)

減 少}醐 翌 賦o%)i(243L6%±4β%)1(・d7.8%,210.2%)i5・

計(79100%);(、 器%)1(蔽)li73
一日

計

滅

　
戦 灘 呈脳 聯%母 駒

20

(100%)

8

(20●0%±6●3%)

計

58

銘

i伽%聖副

(113100%)}(、&o%).

50

173

第6表 肺病竈 の性状 と体重 の変動
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第8表 術前喀疾 中の結核菌の有無 と体重 の変動 第9表
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3体 重 の変 動 と,術 前 の肺 病 竈 の 広 さ との関 係 は 第

7表 に 示す 如 く,faradvarkCed20名 中,体 重 増 加8名

(40.0%士1LO%)不 変1名(5.0%±4.9%)滅 少11名

(S5・O%±11・1%),m《)d・advanced113名 中,体 重増 加

55名(48.8%士43%)不 変29名(25.6%±4.O%)1威

少29名(25.6%±4.0%),minima140名 申,体 重 増

加22名(55.0%±7.9%)不 変8名(20.O'%±6.3%)

第10表 気胸 開始後6ヵ 月間の送気 回数,送 気量 と体重 の変動

減少10名(25.0%士6.8%)に して,faradvancedで

はminimalに 比 して,体 電増加者やや少 な く,減 少者

がやや多い｡

4体 重の変動 と術前 の喀艇 中の結核菌 との関係は第

8表 に示す如 く,関 係は認 あ られ ない｡

5体 重の変動 と赤血球沈 降速度 との関係は,赤 血球

沈降速度1時 間値10mm迄 を正常,11～30mmを 軽

度促進,31mm以 上 を高度促
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第4図 気胸術 ・肺虚脱率と体重の増減量
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と,第9表 に示す如 く,促 進1
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変動 と,体 重 の増減 と の 問 に

は,何 等 の関係 も認め られなか
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第5章 人工気胸

施行の頻 度,送

入空気量及 び肺

の虚脱状態 と体

重の推移 との関

係

1気 胸開始後

6カ 月間の送気量

及び施行 頻度 と,

此の間における体

重の変動 との関係

は第10表 に示す

如 く,6カ 月間 の

送気量を各群 に分

けて検討す るも,

沓群の体重 の変動

の間には特別 の関

係を認 めないが,

施 行頻度 と体重の

変動 との関係 は,

1カ 月間の平均施

術回数及び1回 の

平均送気量は,伝

重増 加 群 で は,

3.46回,392ed,

不変群では,3.77

回,439cc,滅 少

群では,3.74回,

416cceLし て,体

重増加群 は減少群

よ り,1カ 月間の

平均施術回数,1

23-一 ・
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回の平均送気量 も少ない ことが認め られ る｡

2肺 の虚脱状態 と体重の変動 との関係

肺の虚脱状態は,虚 脱率Kを もつ て表わ した｡

K_翼 ±延
2

K1は 左側肺の虚脱率,Krは 右側肺 の虚脱率 を示す｡

これは次 のよ うに計算す る｡す なわち気胸開始後,虚 脱

程 度の略々一定せ る頃(概 ね術開始 後6カ 月頃)の 胸部

背 腹 レ線写真 によ り,肺 野の面積 を左右別 に測定 し,虚

脱前 の芹側肺野の面積をA,虚 脱後のそれをBと す ると、

織 濤 瓢濃 灘製碧 亀
観察の便宜 の為 に,片 側肺の虚脱率 によ り,100～66

%,65～33%,32%以 下 の三つに等 分 し,これを全肺野 の

虚脱 率Kに 換 算する と,50～33%,32～17%,16%以 下

の三区分にな る｡こ こで33%以 上 を大虚脱,17%以 上

を中虚脱,16%以 下 を小虚脱 とす る｡

肺 の虚脱 状態 と体重 の変動 との関係は,第4図 に示す

如 く,大 虚脱44名 中,体 重塒加17名(38.7%土7.4

%),不 変10名(22.6%士6.3%),減 少17名(38.7%

士7・4%),申 虚脱81名 申,体 重増加44名(54.3%±

5・5%),不 変14名(17.3%士4｡2%),減 少23名(28.4

%士5・0%),小 虚脱48名 中,体 重増加24名(50.0%

±7.2%),不 変14名(29.2%土6.6%),減 少10名

(eo.8%±5.9%)に して,大 虚脱 の場 合には,中及び小虚

脱の場 合に比 して,体重増加者が少な く,減少者が多い｡

次 に体重 の樽 加量 ・減少量 を虚脱 の大小 に分けてみる

に,大 虚脱 は増加量平均値(増 加者全 員の増加量平均 値)

1・8kg,減 少量平均値(減 少者全 員の 減少量の平均値)

3・6kg,平 均増減量(増 加者,不 変者,滅 少者をすべ て

含 めた全 員の増減量の平均 値)-0.7kg,申 虚脱 は夫 々

3・7kg,2・4kg,+1.7kg,小 虚脱 は 夫 々2.9kg,2.9

kg,+O.8kgに して,大 虚 脱の場合 は中及び小虚脱 に

比 して,増 加燈平均値小 さ く,減 少量平均値大 きく,平

均増 減量 は負値 を示 してい る｡し か して虚脱率 と体重減

少量 の相関係数はO.162×O｡007x3で あつた｡

第6章 考按並びに総括

1)健 康家兎 の気胸の場合に,気 胸実施群 は体重増加

が少 ないか,又 は体重減少 し,気 胸 中止後対照 と同 じく

増加 す るのを認めたが,こ の場合 は,肺 結核患者の場合

と異 り,潜 在性腸結核の活動化等 を全 く否定 し得 るが故

に,体 重減少 の原因を人工気胸以外 に求め ることが出来

ない｡す なわ ち結核症 と無関係 に,気 胸が体重 の減少 を

来す ζとは明 らかであ り,且 つ送気量の多い程,こ の傾

向の著 しいこ とが認め られ る｡

2)肺 結核患者の観察例 中には,発 育期 にある20才

以下 の者が46名.26.2%あ るが,こ れを直ちに気胸 の

影響 とは断定 し得ない｡吉 田2)に よれば,生 理 的発育 は

男女共 に20才 迄にて,こ の間1年 間 の平均体重増加爺 は,

0.2～0.9.kgで,女 子の18才 よ り19才 迄のみ2・Okg

てある｡本 観察例では,6カ 月聞1.0～2・Okg増 加 した

女子3名 のみにて,残 りの20才 未 満の例 中の体重増加

鼠 は2.Okg以 上 にて,生 理的増 加量を上廻 り,こ の増

加を気胸 の影響 と看倣す ことも,無 理 ではない と思 う｡

体重不 変 ・減少例については,成 人 の場合 と同様 に断 じ

得 るを もつ て,こ の成績は,生 理 的発育 を考慮 しても,

修正を要 しない もの と思われ る｡

3)気 胸術開始後6カ 月においては,173名 観察 し得

た もの も,そ の後6カ 月毎に観察例か ら脱落 して,2年

6カ 月後 では19名 になつてい る為,こ れを もつ て気胸

継続が長 い程,体 重減少例が増加す る と結論す ることは

適当でない｡特 にか よ うな観察群 においては,経過 のよ り

よき程,早 期 に退所 して,観 察か ら脱落 して行 き,恢 復

のはかばか しくない ものが,長 期 観察群 に入る と云 うこ

とは充分に考え られる可 きで,現 にこの成績か らも,か

よ うな傾 向が明 らかに認め られ る｡又 各人の増 加の変動

が各観察期 間毎 に著 しく動揺す る時は,こ こに求め られ

た増減比率 は,各 人 の体重 の推移 を推察せんが為には,

価値が著 しく減少す る｡こ の点を明 らかにす る為 に,各

人 についての体重 の各6カ 月毎 の推移を観察せ るに,そ

の大部分は,術 開始後6カ 月以後 に,増 減の動揺 はない

ことを知 り得た｡よ つて各観察期 におけ る増減 の比率ほ,

そ の内容において,同 一人に よるものな ることは明らか

であるが,観 察期間 の長 くなる程,体 重減少の比 率が増

加す ることは,上 述 の選択的 になつた為 と思われ る｡

体重減少の機 序につ いて,そ の探 究の糸 口を発見せん

と,種 々臨駄的所 見 との関係を検討 したが,こ こに検討

した範囲内では,虚 脱程度 の大小以外 とは,特 別の関係

を発見出来 なかつ た｡

術側 との関係については,Winkler3),Zinn,Muralt,

Brauer4)が 述 べ る如 く,横 隔膜 の胃に対す る圧迫,迷 走

神経性不 良等 の症状 は認 められず,従 つて術側 と体重の

推移 との問には,関 係は認 められなかつた｡

第7章 結 語

肺結核患者に人工気胸術 を施行 して,効 果 を認あ,諸

種臨躰症状が改善せ られ,他 に合併症 のない場合に も,

体重が減少 して,術 前以下の ものが28.8%に 認め られ,

この増減状態は気胸が継続 され る限 り,術 開始後6カ 月

以後殆ん ど変化 はない｡し か して両側気胸 の観察か らみ

る と,気 胸を申止す る と,体 重が増 加する｡

体重の増 減は,肺 の虚脱程度に左右 され るものの如 く

虚脱程度 の大 なる程,体 重増加が少 な くなるか,あ るい

は却つて減少す る｡し か して術側｡肺 病竈 の状態,術 前

の喀疾 中の結核菌の有無ラ赤血球沈降速度の変化 とは関

係が認められない｡こ の ことは健康家兎に よる人工気胸

の実験成績 において も証明される◇

(文献は第3編 の末尾 に併せて記載す)
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